
法令 担当部署 許認可・届出・指導等の対象行為 対象地規制区域

鉱業法 佐渡市観光商工課

鉱業を実施するための施業案の届
出、鉱物の探査の許可、公共施設
及び建物の地表地下とも５０メー
トル以内の場
所における鉱物の掘採に係る管理
者の承諾

吹上海岸石切場跡、片辺・
鹿野浦海岸石切場跡北部を
除く史跡指定地

道路法
新潟県佐渡地域振興局
地域整備部維持管理課
佐渡市建設課

工作物、物件又は施設を設け、継
続して道路を使用する行為の許可

鶴子銀山跡(市道沢根75号･
相川62号二ツ岩線)
南沢疎水道(市道相川110号･
相川117号)
間ノ山・高任地区(県道白雲
台乙和池相川線)
北沢地区(県道相川佐和田
線、市道相川76号･相川205
号)

森林法

新潟県佐渡地域振興局
農林水産振興部林業庶
務課
佐渡市農林水産課

立木の伐採、土地の形質変更等の
許可

大立地区

白地地域

農地の転用については、農地法に
よる転用の許可

鶴子銀山跡
宗太夫間歩
道遊の割戸
諏訪隧道(間ノ山・高任地
区)

農用地区域

宅地造成、土石の採取、建築物・
工作物の新築等、土地の形質変更､
用途の変更　等の許可
農地以外の用途で利用する場合農
地法による転用許可(農業委員会)

鶴子銀山跡(北西の一部)

危険の周知、警戒避難体制の整備

佐渡奉行所跡
河村彦左衛門供養塔
大久保長安逆修塔
南沢疎水道

特定の開発行為に対する許可、建
築物の構造規制

御料局佐渡支庁跡
北沢地区(北西の一部)

河川法
新潟県佐渡地域振興局
地域整備部治水課

土地の占用、河川区域内での工作
物の新築等、河川の河口附近の海
面における河川の流水を貯留・停
滞させるための工作物の新築等の
行為の許可

大立地区、間ノ山・高任地
区、北沢地区(以上、二級河
川濁川）

水面以外の占用、土石の採取、水
面への工作物等の新設等、土地の
掘削等の行為の許可

大間地区

海岸保全施設以外の施設等による
占用、砂等土石の採取、水面又は
公共海岸以外での施設等の新設
等、における工作物等の設置等、
土地の掘削等　等の行為の許可

吹上海岸石切場跡(海面)
片辺・鹿野浦海岸石切場跡
(海面)

漁港漁場整備法 佐渡市農林水産課

水域又は公共空地における工作物
の建設等、土砂の採取、土地の掘
削等、汚水の放流等、水面又は土
地の一部の占用の許可

大間地区(北側)

片辺・鹿野浦海岸石切場跡
(海面)

大間地区(海面）※
吹上海岸石切場跡(海面)

※大間地区は史跡指定地外

海岸法

海岸保全区域

一般公共海岸区域

新潟県佐渡地域振興局
地域整備部治水課

漁港区域

漁業法

共同漁業権

土砂災害警戒区域

農業振興地域の整備に
関する法律

鉱業権登録区域

特別警戒区域(土砂災害
警戒区域の内)

県道、市道

土砂災害防止法(土砂災
害警戒区域等における
土砂災害防止対策の推
進に関する法律)

漁業の標識等漁業に必要な設備の
建設、漁業を営むための土地の立
ち入り、漁業上の施設として利用
するための土地等の使用権の設定
のための協議 等の行為の許可

新潟県佐渡地域振興局
農林水産振興部漁政課

区画漁業権

農
業
振
興
地
域

保安林(土砂流出防備、
土砂崩落防備)

二級河川

佐渡市農林水産課

新潟県佐渡地域振興局
地域整備部砂防課
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地滑り区域

それ以外の区域

急傾斜地斜面の区域

土石等の(移動)高さが１ｍ以下
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土石等の堆積の高さが３ｍを超
える区域
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資料６ 佐渡市景観条例 

平成21年12月28日 

佐渡市条例第80号 

（目的） 

第１条 この条例は、景観づくりに関する市、市民及び事業者の責務を明らかにし、景観法（平

成16年法律第110号。以下「法」という。）の施行に関し必要な事項その他美しい景観づくり

のために必要な事項を定めることにより、本市の自然、歴史及び文化と調和した景観を守り

育て、愛着と誇りの持てる景観を次世代に継承することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

⑴ 景観づくり 良好な景観を保全し、及び創造することをいう。 

⑵ 建築物 建築基準法（昭和25年法律第201号）第２条第１号に規定する建築物をいう。 

⑶ 工作物 建築基準法第２条第１号に規定する建築物以外の工作物で規則で定めるものを

いう。 

⑷ 広告物等 屋外広告物法（昭和24年法律第189号）第２条第１項に規定する屋外広告物及

び専らこれを掲出し、又は表示する工作物等をいう。 

（市の責務）  

第３条  市は、景観づくりに関する総合的な施策を策定し、及び実施しなければならない。 

２ 市は、景観づくりに関する施策の策定及び実施に当たっては、市民等の意見を反映させる

ように努めなければならない。 

３ 市は、公共施設の整備を行うに当たっては、景観づくりに先導的な役割を果たさなければ

ならない。 

４ 市は、市民及び事業者が景観づくりについての理解を深め、積極的にこれを推進すること

ができるように、景観づくりに関する意識の高揚及び支援に努めなければならない。 

５ 市は、必要に応じて、国、県その他地方公共団体及び公共的団体等に対し、景観づくりに

ついて協力を要請するものとする。 

（市民の責務）  

第４条 市民は、自らが景観づくりの主体であることを認識し、地域の特性に配慮した景観づ

くりに努めるとともに、市が実施する景観づくりに関する施策に協力しなければならない。 

（事業者の責務）  

第５条 事業者は、自らの経済活動が地域の景観に強く影響を及ぼすことを認識し、経済活動

を行うに当たっては、景観づくりに最大限の配慮をするとともに、市が実施する景観づくり

に関する施策に協力しなければならない。 

 （景観計画）  

第６条 市長は、景観づくりの総合的かつ計画的な推進を図るため、法第８条第１項に規定す
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る良好な景観の形成に関する計画（以下「景観計画」という。）を定めるものとする。 

２ 市長は、景観計画において計画を推進する上で重要であると認める区域を特別区域として

指定し、当該区域における良好な景観の形成に関し必要な事項を定めることができる。 

３ 市長は、景観計画を変更するときは、法第９条に定める手続によるほか、あらかじめ佐渡

市景観審議会の意見を聴かなければならない。 

（計画提案をすることができる団体）  

第７条  法第11条第２項の条例で定める団体は、第23条第２項の規定により認定された景観

推進活動団体とする。 

（計画提案を踏まえた景観計画の策定等をしない場合の手続） 

第８条 市長は、法第14条第１項の規定により、景観計画を変更しない場合の通知をしようとす

るときは、同条第２項に定めるもののほか、あらかじめ、佐渡市景観審議会に法第11条第３

項の計画提案に係る景観計画の素案を提出して、その意見を聴かなければならない。 

（届出を要する行為） 

第９条 法第16条第１項第４号に規定する条例で定める行為は、次に掲げるものとする。 

⑴ 屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積 

⑵ 土石の採取、鉱物の掘削その他の土地の形質の変更 

⑶ 道路（私道を除く。）その他の公共の場所から公衆によって容易に望見される森林にお

ける木竹等の伐採 

⑷ 水面の埋め立て干拓 

⑸ 自動販売機のうち、国道及び県道に面する場所に設置又は更新されるもの 

２ 特別区域における届出を要する行為については、規則で定める。 

（届出不要行為）  

第10条 景観計画区域における法第16条第７項第11号に規定する条例で定める行為は、次に掲

げるものとする。ただし、特別区域については、規則で定める。 

⑴ 建築物の新築、増築、改築又は移転（以下「建築等」という。）で、延べ面積が10平方

メートル未満のもの 

⑵ 建築物の外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更（以下「修繕等」

という。）で、当該行為に係る部分が外観の４分の１未満のもの 

⑶ 工作物（煙突、柱類（電柱を除く。）、高架水槽、物見塔、装飾塔、記念塔、大規模な

遊戯施設その他これらに類するもの。以下｢工作物Ａ」という。）の新設、増築、改築又

は移転（以下「建設等」という。）で、高さが10メートル未満のもの 

⑷ 工作物Ａの外観を変更することとなる修繕等で、当該行為に係る部分が外観の４分の１

未満のもの 

⑸ 工作物（擁壁、さく、塀その他これらに類するもの。以下「工作物Ｂ」という。）の建

設等で、高さが1.5メートル未満又は長さが10メートル未満のもの 

⑹ 工作物Ｂの外観を変更することとなる修繕等で、当該行為に係る部分が外観の４分の１
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未満のもの 

⑺ 工作物（電気供給、電気通信等の用途に供するもの。以下「工作物Ｃ」という。）の建

設等で、高さが15メートル未満のもの 

⑻ 工作物Ｃの外観を変更することとなる修繕等で、当該行為に係る部分が外観の４分の１

未満のもの 

⑼ 工作物（石油、ガス、穀物、飼料等の貯蔵及び処理の用に供する施設、立体的駐車場、

プラント等の製造施設、汚物処理施設、ごみ焼却施設その他これらに類するもの。以下

「工作物Ｄ」という。）の建設等で、築造面積10平方メートル未満のもの 

⑽ 工作物Ｄの外観を変更することとなる修繕等で、当該行為に係る部分が外観の４分の１

未満のもの 

⑾ 屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積で、高さが３メートル未満及

び堆積に係る土地の面積が300平方メートル未満並びに堆積期間が60日未満のもの 

⑿ 土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘削その他の土地の形質の変更で、面積が1,000平方

メートル未満のもの又は当該行為に伴い生じる法面若しくは擁壁の高さが３メートル未

満で長さが20メートル未満のもの 

⒀ 道路（私道を除く。）その他の公共の場所から公衆によって容易に望見される森林にお

ける木竹等の伐採で、1,000平方メートル未満のもの 

⒁ 地盤面下及び水面下における行為 

⒂ 道路（私道を除く。）その他公共の場所から容易に望見されない建築物の建築等及び修

繕等又は工作物の建設等及び修繕等 

⒃ 設置期間が60日未満の工事、催会、行事等に必要な仮設の建築物の建築等又は工作物の

建設等 

⒄ 農業、林業又は漁業の用に供する行為 

⒅ 法第16条第１項第３号に掲げる行為で、1,000平方メートル未満のもの 

⒆ 文化財保護法（昭和25年法律第214号）第27条の重要文化財及び国宝に対する同法第43条

の許可を受けて行う行為、同法第109条の史跡、名勝又は天然記念物及び特別史跡、特別名

勝又は特別天然記念物に対する同法第125条の許可を受けて行う行為並びに同法第144条の

重要伝統的建造物群保存地区に対する佐渡市宿根木地区歴史的景観条例（平成16年佐渡市条

例第184号）第22条の許可を受けて行う行為 

⒇ 新潟県文化財保護条例（昭和48年新潟県条例第33号）第５条の新潟県指定有形文化財に対

する同条例第13条の許可を受けて行う行為及び同条例第31条の史跡名勝天然記念物に対す

る同条例第35条の許可を受けて行う行為 

（ 2 1 ） 前各号に掲げるもののほか、佐渡市景観審議会の意見を聴いた上で良好な景観の形成に

支障を及ぼすおそれがないと市長が認める行為 

（届出書類） 

第11条 景観法施行規則（平成16年国土交通省令第100号）第１条第２項第４号の条例で定める
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図書は、次に掲げるものとする。 

⑴ 第９条第１項の行為を行う土地の位置及び当該土地の周辺の状況を表示する図面で縮尺

2,500分の１以上のもの 

⑵ 当該行為を行う土地の区域及び当該区域の周辺の状況を示す写真 

⑶ 計画図又は施行方法を明らかにする図書 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める図書 

（特定届出対象行為） 

第12条 法第17条第１項の特定届出対象行為は、法第16条第１項第１号及び第２号に掲げる行

為とする。 

（届出の完了） 

第13条 法第16条第１項の規定により届け出た行為が完了したときは、速やかに、その旨を市

長に届け出なければならない。  

（助言及び指導） 

第14条 市長は、第９条の規定により届けられた行為が景観づくりを適切に誘導するための基

準に適合しないと認めるときは、当該行為をしようとする者に対し、必要な措置を講ずるよ

うに助言し、又は指導することができる。 

（勧告等）  

第15条 市長は、法第16条第３項の規定による勧告又は法第17条第１項の規定による命令をし

ようとする場合において、必要があると認めるときは、佐渡市景観審議会の意見を聴くこと

ができる。 

２ 市長は、前項の勧告又は命令を受けた者がこれに従わないときは、その旨を公表すること

ができる。 

３ 市長は、前項の規定により公表しようとするときは、当該公表に係る者に対し、その旨を

通知し、意見陳述の機会を与えるものとする。 

（無届行為者に係る措置）  

第16条 市長は、法第16条第１項の規定による届出をすべき者が届出をしないで行為に着手し、

又は虚偽の届出をした者に対し、届け出るべき事項について報告を求めることができる。 

２ 市長は、前項の報告により届出をしないで行為に着手した者（以下「無届行為者」という。）

に係る行為が景観計画に定められた当該行為についての制限に適合しないことが明らかにな

った場合において、景観づくりを図る上で著しい支障があると認めるときは、当該無届行為

者に対し、当該行為を景観計画に定められた当該行為についての制限に適合させるために必

要な措置を講ずるよう勧告又は命令することができる。 

３ 前条第１項の規定は、前項の規定による勧告又は命令をしようとする場合について、同条第

２項及び第３項の規定は、前項の規定による勧告又は命令を受けた者が当該勧告又は命令に

従わなかった場合について準用する。 

（景観重要建造物又は景観重要樹木の指定等） 
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第17条 市長は、景観重要建造物（法第19条第１項に規定する景観重要建造物をいう。以下同

じ。）又は景観重要樹木（法第28条第１項に規定する景観重要樹木をいう。以下同じ。）の

指定をしようとするときは、佐渡市景観審議会の意見を聴かなければならない。 

２ 市長は、景観重要建造物又は景観重要樹木を指定したときは、その旨を告示しなければな

らない。この場合において、直ちに、その旨を当該景観重要建造物の所有者又は当該景観重

要樹木の所有者に通知するとともに、遅滞なく、これを表示する標識を設置しなければなら

ない。 

３ 前項の規定は、法第27条第１項若しくは第２項又は法第35条第１項若しくは第２項の規定

により景観重要建造物又は景観重要樹木の指定を解除したときについて準用する。この場合

において、前項中「これを表示する標識を設置」は、「これを表示する標識を撤去」と読み

替える。 

（景観重要建造物又は景観重要樹木の管理の基準）  

第18条 法第25条第２項に規定する条例で定める基準は、次に掲げるものとする。 

⑴ 防災上必要な措置を講ずること。 

⑵ 定期的な保守点検を実施すること。 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、良好な景観保全のために市長が必要と認める措置を講ずる

こと。 

２ 法第33条第２項に規定する条例で定める基準は、次に掲げるものとする。 

⑴ 景観重要樹木の形を保つため、せん定その他の管理を行うこと。 

⑵ 景観重要樹木の滅失、枯死等を防ぐため、病害虫の駆除その他の措置を講ずること。 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、良好な景観保全のために市長が必要と認める措置を講ずる

こと。 

（景観重要建造物又は景観重要樹木の滅失等の届出）  

第19条 景観重要建造物又は景観重要樹木の所有者は、当該景観重要建造物又は当該景観重要

樹木が滅失し、又はき損した場合は、遅滞なく、市長に届け出なければならない。 

（滅失等の無届けに対する報告）  

第20条 市長は、前条の規定による届出をしない者又は虚偽の届出をした者に対し、届け出る

べき事項について報告を求めることができる。 

２ 市長は、前項の報告をした者に対し、必要な助言又は指導をすることができる。 

３ 市長は、第１項の規定による報告の求めに応じない者に対し、報告するように勧告するこ

とができる。 

（空地等に係る要請）  

第21条 市長は、景観計画区域の空地、建築物、工作物及び広告物等が、その区域に係る景観

計画に適合しないとき、又は良好な景観を著しく阻害していると認めるときは、その所有者、

占用者又は管理者に対し、これらの良好な景観の形成に配慮した利用又は管理を図るよう要

請することができる。 
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２ 市長は、光、音、におい、水質等の環境的要素その他のものが景観を著しく阻害している

と認めるとき、又は阻害するおそれがあると認めるときは、その原因者に対し、必要な措置

を講ずるよう要請することができる。 

３ 市長は、前２項の規定により要請するときは、必要に応じて佐渡市景観審議会の意見を聴

くことができる。 

（景観協定の締結等）  

第22条 法第81条第１項の規定により、同項の土地の所有者及び借地権を有する者は、景観づく

りに必要な事項について互いに協定（以下「景観協定」という。）を締結することができる。 

２ 法第81条第４項の規定により、景観協定の認可を受けようとする者は、市長に申請しなけれ

ばならない。 

３ 市長は、前項の申請について、法第83条第１項に基づき、その内容が景観づくりに寄与する

と認めるものを、景観協定として認可しなければならない。 

４ 景観協定を締結した者は、法第84条第１項における変更又は法第88条第１項における廃止を

しようとするときは、速やかに、市長に申請しなければならない。 

５ 市長は、前項の規定による変更の申請があったときは、その変更が景観づくりに寄与すると

認めるものを認可しなければならない。 

６ 市長は、第４項の規定による廃止の申請があったときは、これを認可することができる。 

（景観推進活動団体の認定）  

第23条 景観計画区域内において景観づくりに寄与する自主的な活動を行う団体は、景観推進

活動団体の認定を市長に申請することができる。 

２ 市長は、前項の規定による申請において、当該団体の活動の内容が、次の各号のいずれにも

該当すると認めるときは、景観推進活動団体に認定することができる。 

⑴ 景観づくりに資すること。 

⑵ 一定期間において継続が可能であること。 

⑶ 市民等に対し不利益を与えるものでないこと。 

３ 市長は、前項の規定により景観推進活動団体に認定するときは、あらかじめ佐渡市景観審

議会の意見を聴かなければならない。 

４ 市長は、景観推進活動団体を認定したときは、その旨を告示するものとする。 

（景観推進活動団体の認定の取消し） 

第24条 市長は、景観推進活動団体が前条第２項各号のいずれかに該当しなくなったと認める

ときは、その認定を取り消すことができる。 

２ 市長は、前項の規定による認定の取消しを行ったときは、その旨を告示するものとする。 

（景観推進活動団体の廃止） 

第25条 景観推進活動団体を廃止するときは、市長に届け出なければならない。 

２ 市長は、前項の規定による届出があったときは、その旨を告示するものとする。 

 （景観整備機構の指定） 
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第26条 市長は、法第92条第１項の規定による申請をする者（以下「申請者」という。）が本市

の景観行政の推進に資する法人であって、規則に定める基準に適合していると認めるときは、

景観整備機構として指定することができる。 

（支援） 

第27条 市長は、景観づくりに寄与すると認められる行為を行おうとするものに対し、その行

為に要する費用の一部を補助し、又は専門家を派遣する等、必要な措置を講ずることができ

る。 

（表彰） 

第28条 市長は、景観づくりに寄与していると認められるものを表彰することができる。 

２ 市長は、前項の規定による表彰をしようとするときは、あらかじめ佐渡市景観審議会の意

見を聴かなければならない。 

（審議会の設置） 

第29条 景観づくりに関する事項を調査及び審議するため、佐渡市景観審議会（以下「審議会」

という。）を置く。 

２ 審議会は、市長の諮問に応じ調査及び審議するほか、景観づくりに関し市長に意見を述べ

ることができる。 

（審議会の運営等）  

第30条 審議会の運営等に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

（委任）  

第31条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この条例は、平成22年４月１日から施行する。 
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資料７ 各地区の景観づくり方針（佐渡市景観計画より抜粋） 
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資料８ 良好な景観づくりのための行為の制限（佐渡市景観計画より抜粋） 
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